
新旧対照表

計画本文

新 旧

４．　地域再生計画の目標 ４．　地域再生計画の目標

（略） （略）

（目標１）　道路改良により不快箇所を改善し、拠点施設（病院等）へのアクセスを改善する。
　　　　　　　（要改良箇所１０箇所の整備）

（目標１）　道路改良により不快箇所を改善し、拠点施設（病院等）へのアクセスを改善する。
　　　　　　　（要改良箇所　７箇所の整備）

（略） （略）

５．　目標を達成するために行う事業 ５．　目標を達成するために行う事業
　５－１　全体の概要 　５－１　全体の概要

　曽良、沖波、前波の３集落から市街地へ通じる幹線道路である東部中央線へ連絡する町
道曽良小又線、町道沖波東山線、町道二子山線の幅員４．０ｍ～５．０ｍ部分（のべ延長２，
８９０ｍ）を７．０ｍに拡幅し、緊急車両及び路線バス、地区住民自家用車の病院等への円滑
なアクセス及びスクールバスの円滑な運行を確保する。（穴水町の認定路線）
　また、林道平野線については、石川県の「21世紀いしかわ森林・林業・木材産業振興ビジョ
ン」にも記載がある、「林業の低コスト化」、「適切な森林管理」、「山村の生活環境の改善」を
図るため、２，６５５ｍの舗装を実施し、効率的でかつ効果的な森林施業を行いながら、林業
振興と森林保全の改善に資することとする。

　曽良、沖波、前波の３集落から市街地へ通じる幹線道路である東部中央線へ連絡する町
道曽良小又線、町道沖波東山線、町道二子山線の幅員４．０ｍ～５．０ｍ部分（のべ延長２，
３６０ｍ）を７．０ｍに拡幅し、緊急車両及び路線バス、地区住民自家用車の病院等への円滑
なアクセス及びスクールバスの円滑な運行を確保する。（穴水町の認定路線）
　また、林道平野線については、石川県の「21世紀いしかわ森林・林業・木材産業振興ビジョ
ン」にも記載がある、「林業の低コスト化」、「適切な森林管理」、「山村の生活環境の改善」を
図るため、２，６５５ｍの舗装を実施し、効率的でかつ効果的な森林施業を行いながら、林業
振興と森林保全の改善に資することとする。

（略） （略）

　５－２　法第５章の特別の措置を適用して行う事業 　５－２　法第４章の特別の措置を適用して行う事業

　　道整備交付金を活用する事業 　　道整備交付金を活用する事業

（略） （略）

　　　［事業期間］ 　　　［事業期間］

　　　　　・町道（平成１７年～平成２１年度）、林道（平成１７年～平成２０年度） 　　　　　・町道（平成１７年～平成２０年度）、林道（平成１７年～平成２０年度）

　　　［整備量及び事業費］ 　　　［整備量及び事業費］

　　　　・町道２．８９㎞、林道２．６５５㎞ 　　　　・町道２．３６㎞、林道２．６５５㎞

　　　　・総事業費４９１，２００千円（うち交付金２３１，１００千円） 　　　　・総事業費３７６，０００千円（うち交付金１７３，５００千円）

 　　　　　　　町道４０４，２００千円（うち交付金２０２，１００千円） 　　　　　　　　町道２８９，０００千円（うち交付金１４４，５００千円）

 　　　　　　　林道  ８７，０００千円（うち交付金  ２９，０００千円） 　　　　　　　　林道　８７，０００千円（うち交付金 　２９，０００千円）

６．　計画期間 ６．　計画期間

　平成１７年度～平成２１年度 　平成１７年度～平成２０年度
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